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条例名に部落差別を加える必要ない
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
誹
謗
中
傷
、
性
的
少
数
者
や
感
染
症
に

伴
う
偏
見
や
差
別
を
、
解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て
前
文
に
明

記
す
る
も
の
で
、
こ
れ
は
評
価
し
ま
す
。
し
か
し
、
条
例
名

を
「
大
分
県
部
落
差
別
等
あ
ら
ゆ
る
不
当
な
差
別
の
解
消
等

に
取
り
組
む
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進
条
例
」
に
す
る
と

い
う
も
の
で
、
こ
れ
に
反
対
で
す
。
「
改
正
案
」
の
随
所
に

も
「
部
落
差
別
」
の
文
言
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
う

し
た
文
言
は
削
除
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
長
年
の
取
組
に
よ
っ

て
基
本
的
に
は
部
落
問
題
は
解
消
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の

条
例
改
正
は
そ
の
努
力
に
逆
行
す
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

条
例
改
正
の
背
景
に
、
県
民
意
識
調
査
で
「
同
和
地
区
の

人
と
結
婚
す
る
場
合
、
何
ら
か
の
形
で
『
反
対
』
が
約
６
割

に
上
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
架
空
の
「
同
和
地
区
」
を
前
提

に
し
た
設
問
自
体
が
、
部
落
差
別
を
助
長
し
誘
発
す
る
も
の

で
、
問
題
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

条例などへの意見を述べ討論するえんど久子県議。
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他
の
差
別
と
同
じ
よ
う
に
す
べ
き

都
道
府
県
の
課
の
名
前
に
部
落
差
別
解
消
と
い
う
言
葉
を

含
む
の
は
大
分
県
だ
け
で
す
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
政

主
催
で
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
、
県
外
に
は
見
当
た
り
ま

せ
ん
。

条
例
の
一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
や
人
権
審
議
会
で
も
、
部
落
差
別
解
消
の
言
葉
を
条
例

名
に
入
れ
る
こ
と
に
「
違
和
感
を
覚
え
る
」
「
疑
問
に
思
う
」

な
ど
の
意
見
が
多
数
で
、
こ
の
意
見
を
尊
重
す
べ
き
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
「
大
分
県
人
権
尊
重
社
会
づ
く
り
推
進

条
例
」
の
一
部
改
正
に
反
対
。
３
月
７
日
の
一
般
質
問
で
、

猿
渡
（
え
ん
ど
）
久
子
県
議
は
「
基
本
的
に
は
解
消
さ
れ
た

も
の
の
、
い
ま
だ
に
残
る
部
落
差
別
を
解
消
す
る
取
り
組
み

は
必
要
だ
が
、
他
の
い
ろ
い
ろ
な
差
別
と
同
じ
よ
う
に
扱
う

べ
き
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

３
月
２
５
日
の
討
論
で
、
え
ん
ど
県
議
は
次
の
よ
う
に
反

対
の
理
由
を
述
べ
ま
し
た
。
反
対
は
共
産
党
の
み
で
し
た
。

架
空
の
「
同
和
地
区
」
を
前
提
に

「
違
和
感
が
あ
る
」
の
意
見
多
数
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食
料
品
や
ガ
ソ
リ
ン
代
な
ど

の
値
上
げ
が
続
く
な
か
、
年
金

額
削
減
は
今
で
も
苦
し
い
家
計

を
ま
す
ま
す
悪
化
さ
せ
る
も
の

で
、
「
健
全
な
国
民
生
活
の
維

持
及
び
向
上
に
寄
与
す
る
」
と

い
う
公
的
年
金
制
度
の
目
的
に

逆
行
し
て
い
ま
す
。

政
府
・
与
党
が
年
金
生
活
者

へ
の
一
人
５
０
０
０
円
の
給
付

金
を
検
討
し
て
い
る
の
は
年
金

生
活
が
厳
し
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
た
め
で
す
。

給
付
金
で
は
な
く
年
金
額
の
引

き
下
げ
中
止
こ
そ
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

岸
田
政
権
は
、
４
月
か
ら
の

公
的
年
金
額
を
前
年
度
よ
り
０
．

４
％
削
減
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

２
年
連
続
の
削
減
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
試
算
で
は
、

老
齢
基
礎
年
金
満
額
の
場
合
、

月
２
５
９
円
の
削
減
で
６
万
４

８
１
６
円
に
、
老
齢
厚
生
年
金

の
場
合
は
、
標
準
的
な
夫
婦
世

帯
で
月
９
０
３
円
の
削
減
で
、

２
１
万
９
５
９
３
円
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に

伴
う
条
例
の
改
正
に
日
本
共
産

党
は
反
対
し
、
次
の
よ
う
に
え

ん
ど
久
子
県
議
が
討
論
し
ま
し

た
。
反
対
は
、
日
本
共
産
党
の

み
で
し
た
。

個
人
情
報
保
護
法
は
デ
ジ
タ

ル
関
連
法
に
基
づ
く
法
施
行
で

す
。
同
法
が
目
指
す
の
は
、
行

政
機
関
な

ど
が
保
有

す
る
個
人

情
報
を
企

業
の
も
う

け
の
た
め

に
利
活
用

す
る
仕
組

み
づ
く
り

で
す
。
個
人
情
報
保
護
を
な
い

が
し
ろ
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
が

国
基
準
に
合
っ
た
シ
ス
テ
ム
の

利
用
を
自
治
体
に
義
務
づ
け
て

い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。
自
治

体
独
自
の
施
策
が
制
限
さ
れ
か

ね
ま
せ
ん
。

年金引き下げ中止を求めて請願
さ
ら
に
年
金
引
き
下
げ

個
人
情
報
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
な

「
年
金
支
給
額
引
き
下
げ
中
止
を
国
に
求
め
る
請
願
書
」
が
年

金
者
組
合
大
分
県
本
部
よ
り
県
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
２
５
日
、
え
ん
ど
久
子
県
議
は
こ
れ
に
賛
成
の
立
場
か
ら

討
論
し
、
採
択
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。
賛
成
は
日
本
共
産
党
と
県
民
ク
ラ
ブ
の
み
で
し
た
。

本会議だけでなく、予算特別委員会や常任委員会でも、

県民の願いを実現しようと積極的に発言しました。

奥の左が、えんど久子県議。

２２．３．１８．福祉保健生活環境委員会

物
価
高
も
重
な
っ
て
生
活
で
き
ん


